
議
員
定
数
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
市
議
会
の
諸
課
題

に
つ
い
て
広
範
か
つ
詳
細
な

調
査
検
討
を
行
う
、
議
会
改

革
推
進
委
員
会
（
各
会
派
代

表
者
７
名
で
構
成
）
に
議
長

が
諮
問
し
ま
し
た
。

同
委
員
会
で
は
、
住
民
代

表
機
能
の
維
持
や
行
政
に
対

す
る
監
視
機
能
、
政
策
提
言

機
能
の
強
化
、
さ
ら
に
は
類

似
都
市
と
の
比
較
に
よ
る
妥

当
性
な
ど
、
多
角
的
な
視
点

か
ら
検
討
し
ま
し
た
。

委
員
会
内
に
は
当
初
、
定

数
減
、
定
数
増
、
現
状
維
持

の
三
様
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
が
、
協
議
の
結
果
「
減
ら

す
べ
き
」
が
６
会
派
、
「
増

や
す
べ
き
」
が
１
会
派
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
議
長
へ
の
答

申
に
は
、
二
つ
の
考
え
方
を

併
記
し
ま
し
た
。

議
員
定
数
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
答
申
が
一
本
化
で
き

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
削
減

を
主
張
す
る
６
会
派
で
、
さ

ら
に
協
議
を
重
ね
、
定
数
を

１
削
減
す
る
こ
と
で
合
意
し
、

議
員
定
数
条
例
改
正
案
を
共

同
提
案
し
ま
し
た
。

▼
ピ
ー
ク
時
の
入
場
者
約

１
２
５
万
人
／
売
上
金
約
５

５
１
億
円
／
市
一
般
会
計
へ

の
繰
出
金
48
億
円

小
田
原
競
輪
は
、
昭
和
48

年
度
に
ピ
ー
ク
の
約
１
２
５

万
人
の
入
場
者
が
あ
り
、
バ

ブ
ル
景
気
の
平
成
３
年
度
に

は
、
車
券
売
り
上
げ
が
約
５

５
１
億
円
に
達
し
て
い
ま
す
。

競
輪
事
業
か
ら
市
の
一
般
会

計
へ
の
繰
出
金
は
、
開
設
か

ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
累
計

で
約
８
８
１
億
６
７
８
０
万

円
に
上
り
、
平
成
３
年
度
に

は
48
億
円
を
繰
出
す
な
ど
、

長
年
に
わ
た
り
市
の
財
政
に

大
き
く
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
入
場
者
数
は
、

こ
の
10
年
で
、
ほ
ぼ
半
減
し

て
お
り
、
平
成
29
年
度
の
一

般
会
計
へ
の
繰
出
金
は
８
千

万
円
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

▼
経
費
節
減
は
限
界
、
施
設

の
建
替
え
は
困
難
で
魅
力
的

な
レ
ー
ス
は
開
催
で
き
ず

小
田
原
競
輪
場
は
、
第
１
種

風
致
地
区
に
指
定
さ
れ
、
加

え
て
公
園
と
し
て
都
市
計
画

決
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
新

設
や
大
規
模
修
繕
、
増
改
築

工
事
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
他
の
競
輪
場
が

開
催
し
て
い
る
「
ガ
ー
ル
ズ

競
輪
」
や
「
ナ
イ
タ
ー
競
輪
」

な
ど
は
、
開
催
に
必
要
な
施

設
や
設
備
が
整
備
で
き
ま
せ
ん
。
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小
田
原
市
議
会
の
誠
風
、
公
明
党
、
新
生
ク
ラ
ブ
、
創
政

会
、
志
民
の
会
、
政
和
の
各
会
派
代
表
者
は
、
昨
年
12
月
18

日
の
12
月
定
例
会
本
会
議
に
、
議
員
定
数
を
現
在
の
28
か
ら

27
に
削
減
す
る
条
例
改
正
案
を
共
同
提
案
し
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
24
、
反
対
３
の
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
本
年
４
月
の
小
田
原
市
議
会
議
員
選
挙
は
27
人
の
定

数
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
議
会
改
革
推
進
委
員
会

に
議
長
が
諮
問

改
正
条
例
案
可
決

28
か
ら
27
へ

小
田
原
市
議
会

定
数
を
１
減

小
田
原
競
輪

存
廃
を
検
討

昭
和
24
年
に
開
設
さ
れ
た
小
田
原
競
輪
は
、
長
年
に
わ
た

り
市
財
政
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
が
、
レ
ジ
ャ
ー
へ

の
価
値
観
の
多
様
化
や
フ
ァ
ン
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
徐
々

に
売
り
上
げ
が
減
少
し
、
こ
こ
数
年
の
実
質
単
年
度
収
支
は

赤
字
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
庁
内
に
「
小
田
原
競
輪

の
今
後
に
向
け
た
検
討
会
議
」
を
設
置
し
、
今
後
の
方
向
性

を
総
合
的
に
検
討
し
た
上
で
、
本
年
２
月
に
廃
止
か
存
続
か

判
断
し
ま
す
。 本

年
2
月
に
方
針
決
定

小田原競輪場

＊「かけはし」は市政の主な動きをピックアップする市政情報紙です。発行号を順にご覧いただければ市政通になれます。

私
が
所
属
す
る
会
派
誠
風
で
は
、

議
員
定
数
に
つ
い
て
、
削
減
の
方
向

性
を
基
本
に
、
市
民
意
識
や
本
市
の

人
口
規
模
・
面
積
、
県
内
市
議
会
の

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
議
論
と

検
討
を
重
ね
た
結
果
、｢

２
減
す
べ

き
」
と
の
結
論
と
な
り
、
そ
の
意
向

を
、
削
減
を
主
張
す
る
６
会
派
の
協

議
の
場
で
伝
え
た
。

し
か
し
、
削
減
を
主
張
す
る
６
会

派
に
よ
る
協
議
で
は
、
大
勢
が
「
定

数
１
減
」
の
方
向
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
誠
風
で
は
、
削
減
に
向

け
た
方
向
性
を
尊
重
し
、
定
数
１
減

に
賛
同
す
る
こ
と
と
し
た
。

私
は
、
こ
の
た
び
の
定
数
削
減
を

議
会
の
危
機
と
捉
え
、
本
来
の
議
会

の
あ
る
べ
き
権
限
や
役
割
、
活
動
の

あ
り
方
を
再
認
識
す
る
機
会
と

し
た
い
。

定
数
削
減
に
よ
り
、
議
会
の
機
能

が
弱
体
化
し
、
更
な
る
定
数
削
減
に

つ
な
が
る
「
負
の
連
鎖
」
に
陥
る
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
小
田
原
市
議
会

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
、
議
決

機
関
、
立
法
機
関
、
監
視
機
関
と
し

て
の
あ
る
べ
き
姿
を
追
求
し
続
け
る

と
と
も
に
、
民
意
反
映
の
努
力
と
工

夫
に
力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

定
数
削
減
へ
の
葛
藤

■
多
角
的
視
点
か
ら
検
討

■
答
申
は
増
減
併
記

■
６
会
派
で
共
同
提
案

▼
平
成
28
年
度
の
空
家
等

実
態
調
査
で
、
空
き
家
と
思

わ
れ
る
一
戸
建
て
住
宅
、
９

４
６
件
を
抽
出

水
道
の
休
止
状
態
や
自
治

会
の
情
報
な
ど
か
ら
、
空
き

家
と
思
わ
れ
る
一
戸
建
て
住

宅
５
６
０
０
戸
を
絞
り
込
み
、

外
観
目
視
調
査
に
よ
る
簡
易

空
家
等
判
定
を
行
い
、
賃
貸
・

売
却
物
件
等
を
除
外
し
整
理

し
た
結
果
、
空
き
家
と
思
わ

れ
る
一
戸
建
て
の
住
宅
９
４

６
件
を
抽
出
し
ま
し
た
。

▼
周
辺
に
迷
惑
を
か
け
て
い

る
可
能
性
が
高
い
「
管
理
不

全
の
住
宅
」
37
件

現
地
調
査
の
結
果
を
も
と

に
、
建
物
、
草
木
、
ゴ
ミ
な

ど
、
住
宅
の
状
態
を
客
観
的

に
評
価
し
た
結
果
、
空
き
家

と
思
わ
れ
る
一
戸
建
て
の
住

宅
９
４
６
戸
の
う
ち
、
周
辺

に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
可
能

性
が
高
い
「
管
理
不
全
の
住

宅
」
は
、
37
件
で
あ
る
こ
と

を
把
握
し
ま
し
た
。

▼
基
本
方
針
は
、
空
き
家
化

の
予
防
・
空
き
家
の
適
正
管

理
の
促
進
な
ど

市
で
は
、
空
家
等
実
態
調

査
を
踏
ま
え
て
、
平
成
29
年

３
月
に
平
成
34
年
度
ま
で
の

６
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る

「
小
田
原
市
空
家
等
対
策
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

同
計
画
で
は
、
「
空
き
家

化
の
予
防
」
「
空
き
家
の
流
通
・

利
活
用
の
促
進
」
「
空
き
家
の

適
正
管
理
の
促
進
」
を
基
本

方
針
と
し
て
い
ま
す
。

▼
「
管
理
不
全
の
住
宅
」
は

優
先
度
を
高
め
て
対
応

市
で
は
、
周
囲
へ
の
影
響

度
が
大
き
く
早
急
な
対
応
が

必
要
と
判
断
し
た
「
管
理
不

全
の
住
宅
」
は
、
優
先
度
を

高
め
て
対
応
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
33
年

度
ま
で
に
管
理
不
全
に
分
類

し
た
全
て
の
空
き
家
に
対
し
、

特
定
空
家
等
へ
の
判
断
、
行

政
指
導
な
ど
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
上
の
制
約
と
大
き
な

財
政
負
担

加
藤
市
長
は
、
少
年
院
の

跡
地
を
取
得
し
な
い
理
由
を

「
少
年
院
の
周
辺
地
域
は
、

寺
院
が
点
在
す
る
住
宅
地
で
、

大
規
模
商
業
施
設
等
の
建
設

は
制
限
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

隣
接
す
る
道
路
は
狭
く
、
周

囲
は
鉄
道
敷
と
踏
切
に
囲
ま

れ
お
り
、
土
地
利
用
上
、
制

約
が
多
い
土
地
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
購
入
の
た
め
の
財
政

負
担
が
大
き
い
な
ど
課
題
が

多
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

▼
定
住
人
口
の
増
加
が
図
ら

れ
る
住
居
系
へ
の
活
用

加
藤
市
長
は
、
「
小
田
原

駅
か
ら
徒
歩
圏
内
で
利
便
性

が
高
く
、
ま
た
用
途
上
、
主

に
住
居
の
環
境
を
守
る
た
め

の
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

戸
建
て
や
共
同
住
宅
な
ど
、

住
居
系
と
し
て
活
用
さ
れ
、

定
住
人
口
の
増
加
が
図
ら
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
し

て
い
ま
す
。

▼
試
算

約
31
億
円

市
で
は
、
一
つ
の
目
安
と

し
て
、
平
成
30
年
１
月
１
日

を
基
準
日
と
し
た
当
該
地
近

傍
の
地
価
公
示
価
格
と
な
る

平
米
あ
た
り
13
万
円
の
価
格

に
、
敷
地
面
積
約
２
・
４
㌶

乗
じ
て
、
約
31
億
円
と
試
算

し
ま
し
た
。
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市
内
の
空
き
家
問
題
深
刻
化

管
理
不
全
の
住
宅
37
件

地
域
住
民
や
自
治
会
か
ら
市
に
寄
せ
ら
れ
る
空
き
家
等
に

関
す
る
相
談
件
数
は
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
空
き
家
の
管

理
責
任
は
、
第
一
義
的
に
所
有
者
等
に
あ
り
ま
す
が
、
空
き

家
と
な
る
要
因
や
空
き
家
が
引
き
起
こ
す
問
題
は
多
岐
に
わ

た
り
、
そ
の
解
決
に
は
様
々
な
手
法
や
幅
広
い
連
携
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
市
で
は
、
平
成
29
年
3
月
に
「
小

田
原
市
空
家
等
対
策
計
画
」
を
策
定
し
、
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
増
え
続
け
る
空
き
家
に
対

策
が
追
い
つ
き
ま
せ
ん
。

■
空
き
家
の
実
態

■
空
家
等
対
策
計
画

■
具
体
的
取
り
組
み

管理不全の住宅

跡
地

市
は
取
得
し
な
い
方
針

小
田
原
少
年
院
が
閉
鎖

国
内
の
少
年
院
と
し
て
は
最
古
の
小
田
原
少
年
院
が
、
こ

の
３
月
で
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。
私
が
、
昨
年
の
市
議
会
12
月
定

例
会
一
般
質
問
で
、
少
年
院
閉
鎖
後
の
市
に
よ
る
跡
地
取
得

に
つ
い
て
加
藤
市
長
の
考
え
を
質
し
た
と
こ
ろ
、
「
土
地
利

用
上
の
制
約
や
購
入
の
た
め
の
財
政
負
担
が
大
き
い
た
め
、

取
得
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。
同
院

敷
地
は
、
小
田
原
駅
西
口
か
ら
至
近
で
あ
り
、
敷
地
面
積
も

２
・
４
㌶
と
広
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
跡
地
活
用
が
ど
う
な

る
の
か
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

■
市
が
跡
地
を
取
得
し
な

い
理
由

■
市
が
望
む
利
活
用

■
少
年
院
跡
地
購
入
価
格 小田原少年院

＊「かけはし」は公開されない情報や見えない情報もお知らせする市政情報紙です。
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